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リヤカー 

一輪車 

グラウンドでの 

ファイアー場所Ａ 

灰捨て場 

コンセント差込口 

コンセント差込口 

営火場の火床 

（蓋は重いので注意） 

灰捨て場 

ほうき･スコップ 

営火場階段照明スイッチ 

コンセント差込口 

ブレーカースイッチ 

ほうき･スコップ 

グラウンドでの 

ファイアー場所Ｂ 

コンセント差込口 

コンセント差込口 
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ファイアーのつどい 薪の組み方（例） 
必ず薪台（営火場は火床）の上に薪を組む。 

 

１．火持ちをよくするために１束縦に置く ２．周りに８角形に薪を組んでいく（太いものから） 

３．束と同じくらいの高さまで組んだら束の周りに

新聞紙をねじって入れる。 

４．細い薪を束の周りに入れていく 

５．８角形に組んだものの上に正方形に薪を組んで

いく。 

６．残った薪は、薪台の周りに３～４ｍ以上離して

放射状に並べる。 

７．灯油を薪にかけると（300ｍＬ程度）点火と同時に勢いよく燃える。 

ここに新聞紙を入れる 


